
 

議  事  概  要 

 

◎ この後の委員会運営について 

 

１ 一般審査の終了 

   ・横倉委員（維新）の質問の終了をもって、一般審査を終了することで、各会派了承。 

 

  ２ 知事への質問要求 

    ・これまでの審査過程において、知事質問の要求はなかったため、知事質問はなし。 

 

  ３ 質疑・質問の終結 

    ・知事質問がないことから、横倉委員（維新）の質問の終了をもって、議案に対する質疑並

びに所管部門に関する質問を終結することで、各会派了承。 

 

  ４ 付託案件の採決等の日程 

    ・付託案件の採決等を本日実施することで、各会派了承。 

 

 ◎ 意見開陳について 

大阪維新：有（土井委員） 

    公 明 党：無 

    自 民 党：無 

    つ な ぐ：無 

   ・５分以内で行うよう要請。 

 

 ◎ 付託案件の採決について 

    〔資料１「令和８年９月定例会 都市住宅常任委員会 付託案件一覧表」参照〕 

    〔資料２「令和８年９月定例会 都市住宅常任委員会 採択順序及び採決方法」参照〕 

   ・議案に対する賛否を各会派に確認したところ、資料１のとおり。 

・調査事件については、さらに閉会中継続調査とする。 

   ・採決は資料２のとおり。 

 

◎ 委員会の所管事務に係る調査について 

・８月２８日の持ち回り代表者会議で、以下の事項を決定。 

・鉄道インフラの整備について調査を実施すること。 

・調査方法は、大阪産業大学教授の波床 正敏氏を参考人として招致し、意見聴取及び 

質疑を行うこと。 

・参考人招致の日時は、決算報告に係る委員協議会の開会日の１０月２３日（金）午後 

３時からとすること。 

・意見聴取時間は概ね４０分、質疑時間は概ね５０分とし、各会派の質問持ち時間は次のとお

りとすることで、各会派了承。 

 ・各会派に基礎時間５分を一律配分 



 

 ・委員長を除き所属委員１人当たり３分を乗じた時間を基礎時間に加算 

 ・答弁時間を含めて、維新２３分、公明１１分、自民８分、繋ぐ８分 

 ・質疑の範囲は、参考人の発言の範囲内で実施。質疑順位は多数会派順とし、会派の質問

持ち時間内で複数人による質疑を可能とする。 

 ・理事者の取扱いは、従前どおり、申し出があれば関係者のみ傍聴を許可。委員及び参考

人から、理事者に対して発言を求めることは不可。 

 


